
経済連携協定（ＥＰＡ）に基づく外国人看護師・介護福祉士受入関係事業 
～ 厚生労働省関係予算 ～ 

平成２５年度予算額（案） 

 370,726（378,291）千円 
医療提供体制推進事業費補助金[227 億円]の内数 

セーフティネット補助金[250 億円]の内数 
※（ ）内は平成２４年度予算額 

 

１ 看護・介護導入研修、巡回指導等        147,099（149,980）千円 

（１）看護・介護導入研修等 

○ 入国した看護師・介護福祉士候補者に対して、受入施設で就労する前の看

護・介護分野の基礎研修や就労ガイダンスを実施。 

（２）受入施設巡回指導・相談窓口 

○ 受入施設を巡回訪問し、看護師・介護福祉士候補者の就労・研修の状況を把

握。必要な場合は雇用管理に関する指導や研修方法等の指導を実施。（看護専

門家・介護専門家や日本語専門家が同行） 

○ 看護師・介護福祉士候補者や受入施設からの相談・苦情対応 

（３）国家試験問題の翻訳（インドネシア語・英語） 

○ 過去の国家試験問題を翻訳し候補者へ提供 

（４）受入施設研修担当者会議 

○ 受入の好事例の発表 

 

２ 看護師候補者受入施設に対する研修支援 

（１）受入施設における研修指導に対する支援 

医療提供体制推進事業費補助金[227 億円]の内数 

○ 受入施設の研修支援体制の充実を図るため研修指導者経費、物件費等を支援 

 ※ １施設当たり年間 46 万 1 千円以内 

（２）受入施設における日本語学習に対する支援 

医療提供体制推進事業費補助金[227 億円]の内数 

○ 就労上必要な日本語能力の向上を図るため、日本語学校等への修学又は講師

の派遣による研修の実施等に係る経費を支援 

 ※ 候補者１人当たり年間 11 万 7 千円以内 
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（３）国家試験受験に向けた日本語能力・看護専門知識に関する学習支援 

101,382（102,348）千円 

○ 模擬試験による習得状況の把握や苦手分野等を補完する集合研修を定期的

に実施し、国家試験受験に向けた計画的な学習を支援 

○ e ラーニング学習システムを活用し候補者個々の習得状況の確認や苦手分野

等の分析などの学習管理ができる環境を整備 

○ e ラーニング学習システムやテキストによる学習教材を提供し日々の継続的

な自己学習を支援 

○ ｅラーニング学習システムを活用した専門家によるアドバイスや巡回訪問

による対面での学習指導を実施 

○ 看護師の資格を取得できずに帰国した候補者の母国での再チャレンジ支援

（模擬試験の実施等）を実施 

 

３ 介護福祉士候補者に対する学習支援 

（１）受入施設が行う候補者の学習に対する支援 

セーフティネット支援対策等事業費補助金[250 億

円]の内数 

○ 受入施設が行う候補者の日本語学習や介護分野の専門学習の費用、学習環境

の整備等の費用について補助 

  ①候補者の学習支援拡充 

・日本語講師等の受入施設への派遣等 

・日本語学校への通学 

・模擬試験や介護技術講習会への参加 

・学習支援に必要な備品購入費用新規 

※ 候補者１人当たり年間 23 万 5 千円以内 

    ②受入施設の研修担当者への手当新規 

     ※ １施設当たり年間 8 万円以内 

（２）日本語および介護分野の専門知識等の習得に関する支援 

108,031（120,560）千円 

○ 受入施設における候補者の継続的な学習を支援するため、 

・ 就労・研修に必要な日本語や介護福祉士として必要な専門知識と技術、日

本の社会保障制度等を学ぶ集合研修 

・ 就労２年目及び３年目の候補者に対する介護分野の専門知識に関する通信

添削指導（定期的な小テスト） 

・ 介護福祉士の資格を取得できずに帰国した候補者の母国での再チャレンジ



支援（模擬試験の実施等）を実施 

４ ベトナムからの受入のための準備   14,214（5,403）千円 

○ 受入開始に向け、事務手続きを確立するためのベトナムの送り出し調整

機関との協議、国内に対する周知広報を行う。 


